
AV出演被害防止・救済法案の仕組みと経過的な「特例解除」

施行日 2年 4年1年 3年 4年6月

対象外
(附2条)

契約 公表

経過的な
「特例解除」
(附3条1項)

附3条2項
による調整

附3条2項
がない場合

〇附則3条1項による経過的な「特例解除」と2項による調整

そこで･･･

契約日が1日違うだけで
解除可能期間が１年短くなる

6月契約 公表

不均衡？

任意解除(1年)

6月契約 公表 任意解除(2年)

6月契約 公表 任意解除(1年)

6月契約 公表 任意解除(4年6月経過まで)

契約 6月 公表 任意解除(1年)

契約 公表6月 任意解除(2年)

契約 公表6月 任意解除(2年)

6月契約 公表 任意解除(4年6月経過まで)

6月契約 公表 任意解除(2年)

本則13条1項の
本来の任意解除

6月

ここで附3②
と本則13①が
揃う

(3年6月)

撮影 公表
1月～ 4月～

1年

任意解除

2年

任意解除

本則13条1項

経過的な「特例解除」
附則3条1項
ただし、施行後2年間のみ

申込み

契約締結

〇法案の仕組み

6月（5月+α～）

終了
開始

+α


